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研究成果の概要（和文）： 

１９世紀米国の作家Mark Twainの旅行記 5作について、単語もしくは語句による横断的

な検索が可能なデータベースを構築し、web上で公開した。検索語が含まれている章番号

とその章の内容を表示し、また、必要に応じてその場でテキストを確認することも可能と

なっている。 

データベース化の作業にともない、副次的に、紀要を含めた論文、および学会・研究会発

表、その他の研究成果あげた。とりわけ、Mark Twainの旅行記における「観察」と「内

省」の関わりについて考察を深めた。 

研究成果の概要（英文）： 

This project was planned to construct a cross-textual database on Mark Twain's five 

major travelogues.  The database, now accessible on the internet, allows scholars to 

make a single word search or phrasal search within the five books.  As a result, the 

chapter number, the brief table contents, and an option which opens the full text of the 

chapter are displayed. 

Due to this project, the secondary outcome such as several papers, presentations, and 

others have been produced.  My interest focuses particularly on the development of 

Mark Twain's literary way of representing his "observation" and "introspection" over 

the travel writings. 
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１．研究開始当初の背景 

 Mark Twainが生涯で出版した旅行記は
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the Mississippi(1883), Following the 

Equator(1897)の５作にのぼる。Twain 研

究においてこれら５作の旅行記は広く知ら

れているものの、その研究は必ずしも成熟

した段階にあるとは言えない。 

 旅行記の研究および活用が進まない理由

は、旅行記がもつ以下の２つの特性による

と考えられる。 

 一つ目に、旅行記は一般的に旅した道程

に沿って書き進められているため、物語作

品のように筋書きに意味を見出すことが出

来ないという点が挙げられる。 

 二点目には、雑多な話題がそのつどアト

ランダムに挿入されているため、複数の旅

行記を比較するための共通項が設定しにく

いという理由が考えられる。 

 実際、Twain研究において旅行記は、基

本的にある別の論点を補強するための補助

的な資料として位置づけられてきた。いず

れかといえば文学作品というより、ノート

やメモ、手紙などの一次資料と同様の扱わ

れ方がなされてきたのである。 

 さらに 3000ページを超える Twainの５

作の旅行記に散在している膨大な情報は、

専門家の記憶を頼りに探し出されている現

状にあり、必ずしもその資料的な価値が十

分に活用されているとはいえないのが実情

であった。 

 

２．研究の目的 

 Mark Twain研究において彼が残した旅

行記の重要性は広く認められているにもか

かわらず、そこに描かれた膨大な情報の体

系的な分類や整理はこれまで十分になされ

てこなかった。本研究では彼の旅行記に言

及されている単語、および語句の横断的な

検索データベースを構築することにより、

Twain研究に、また１９世紀旅行記研究に

有用なデータベースの作成を目的とした。 

 作成したデータベースはweb上で公開で、

Twainおよび関連する研究の効率化と利便

性の向上を図り、Twainの旅行記５作の資

料的価値の向上を目指した。 

 さらに、データベース化の作業に伴い、発

見した研究テーマに関しても考察を深め、

Twain 研究への成果のフィードバックを行

うことも副次的な研究目的として期待され

るものであった。 

 

３．研究の方法 

 当初、研究において準拠する版を Shelly 

Fisher Fishkin 編による The Oxford 

Mark Twainの各巻に基づくと予定してい

た。というのも、この版を選択する根拠は、

各旅行記５作が統一的な編集方針の下に出

版されている点と、入手が容易であるため

研究の成果が共有されやすいという理由か

らであった。 

 結果的には、電子化された HTML版テ

キストが必要となったため、研究のための

一次資料としては The Oxford Mark 

Twainの各版を用いつつ、データベース化

のためのテキストとしては電子テキストと

して広く使用されており、かつ定評のある

Project Gutenberg の eBook を活用した。 

 対象とする旅行記は時系列順に The 

Innocents Abroad, Roughing It, A Tramp 

Abroad,  Life on the Mississippi, 

Following the Equator の５作である。 

 おおまかな作業の手順としては、①

LeMaster編の The Mark Twain 

Encyclopediaおよび Rasmussen編の

Critical Companion to Mark Twain 等を

参照しながら、キーワードとトピックの選

定、②研究会での意見を参考にしながら、

データベースの構築、③web 上での公開、

以上を予定していた。 



 

 

 
４．研究成果 

(1) データベース化に関する成果 

 本研究が目指していたデータベース作成

は、すでにインターネット上で公開し

(http://mttw-database.sakura.ne.jp/test

.cgi/)、その当初の目標を達成している。 

 研究に着手した段階では、Twain の 5 作の

旅行記について、各章の内容をキーワードお

よびトピックごとにまとめることで、横断的

な検索の可能性を模索していた。研究を遂行

しつつ、月例で開催されている関西在住の

Twain 研究の専門家が集まる研究会に参加し、

広く意見を求めるうち、キーワードとトピッ

クだけでなく、検索内容を自由に設定できる

方が有用性はさらに高まるということに気

づき、結果的には、単語および語句による検

索が可能となるようなデータベースを構築

した。 

 確かに、各研究者が関心を持つ任意の単語

を自由に検索できる方が、データベース活用

の幅は広がり、また、Twain 専門とする人以

外の研究者にも役立てられる機会は増える

といえる。 

 検索方法は出来るだけシンプルな方が利

便性は高いと考え、検索対象とする作品を指

定することができる程度にとどめた。 

 検索結果は、まず、検索語が含まれている

作品ごとに、章単位で表示されるようになっ

ている。章番号にくわえ、その章の内容が簡

潔に把握できるように、各作品の目次が示す

内容も表示し、また、必要に応じて検索語の

前後の文脈を確認できるように、各章のテキ

ストを全文、表示できるようにしている。膨

大なテキストの中で検索語の所在を容易に

特定できるように、検索語は黄色地で表示さ

れるようにし、利便性を高めている。 

 なお、データベースの検索機能は他の文献

への応用も可能となっているため、さらに旅

行記以外の Twainの作品を加えることもでき

る。すなわち、理論的には eBook として web

上に公開されている HTML テキストすべてを

横断的に検索するデータベースの構築も可

能であり、ここに本研究が目指す今後の発展

の余地がある。 

 したがって、今後の改良を期して、現在、

このデータベースは本研究の申請者の管理

下においている。より内容の充実を図った後、

さらに幅広く活用されるように、web 上での

公開場所および方法について改めて検討し

ていきたい。 

 

(2) 副次的に行った関連する研究成果 

 本研究の遂行にあたり、Twain の旅行記研

究に関するいくつかの副次的な研究成果が

あった。ここでは主なものに絞り概観したい。 

 まず、19 世紀文学は旅行記に代表されると

言われるほど、19 世紀は旅行記全盛の時代で

あったが、その時代にあっても Twain の旅行

記は他に類を見ないほどの評判を呼んだ。そ

の理由について、同時代の他の旅行記作家の

作品を参照しながら、Twain の旅行記の特質

について紀要論文「旅する“ Average 

American”の誕生：19 世紀旅行記文学と Mark 

Twain 旅行記の特質」において考察した。 

 また、キーワードとトピックの選定を行い

ながら、旅行記に描かれた Twain の「観察」

と「内省」に関心を持ったことで、Twain が

時代を経るごとに「観察」から「内省」へと

関心をシフトさせていた点について、紀要論

文「Mark Twainの観察眼と晩年のペシミズム」

において検討した。 

 さらに、「内省」への関心は、晩年、自身

の記憶へと向かい、『自伝』執筆という形で

具体化した。口述筆記によって執筆された自

伝は、見方を変えれば、Twain が記憶の旅路

を記した、記憶の旅行記と言えるのではない
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か。この点について、紀要論文「記憶を旅す

る物語：Mark Twain の自伝と Autobiography 

of Mark」においてまとめた。 

 この点をさらに深く考察する機会ともな

りえたため、研究会「関西マーク・トウェイ

ンの会」のメンバーの誘いを受けて、Mark 

Twain の自伝 The Autobiography of Mark 

Twain の第一巻の翻訳も行い、2013 年 6 月に

柏書房より出版される運びとなった。 

 また The Innocents Abroad に関して、そ

こに描かれた Twain のヨーロッパ諸国に対す

る認識について、査読論文「Laugh! But 

Solemnly ： The Humor and Death in The 

Innocents Abroad」にまとめ、採録決定済み

の編集中の段階にある。 

 以上、主要な成果を概観しても明らかなよ

うに、本研究が予定していたデータベース構

築という当初の目的に加え、本研究の遂行に

より、多くの副次的な成果を得ることができ

た。 
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